
協議事項１ 令和５年度実施事業報告及び予定について 

 

（１）ふるさと亀岡まちづくり応援交付金寄附募集団体の登録について 

   ８月２５日（金）～１０月６日（金）まで募集し、申請団体なし。 

 

（２）令和５年度亀岡市支えあいまちづくり協働支援金について（報告） 

  ・５団体から申請があり５団体に交付すべきとの審査会の結果に基づき７月５日付

で交付決定。 

  ・１２月１４日（木）午後３時～中間報告・交流会を実施し、事業の経過報告や今後

の報告に向けた手続きについて説明予定。 

   ＜別紙１ 申請団体一覧表＞ 

 

（３）ふるさと亀岡まちづくり応援交付金事業 寄附実績について 

 

（４）市民参加型ワークショップの開催報告及び予定について 

  ●ボンボンマルシェ出展及び活動紹介冊子の作成について 

＜別紙２ 報告書＞ 

  

●市民活動推進フォーラム 開催予定について 

フォーラム単独での開催ではなく、生涯学習かめおか財団主催の『つながるフェスタ』

内での開催とする 

＜開催概要＞ 

  日時：令和６年３月１６日(土)１７日(日)または２３日(土)２４日(日)開催予定 

  会場：ガレリアかめおか内各施設 

  内容：つながるをテーマに多文化共生に関する発表やワークショップをはじめ、市民

活動団体の紹介や、団体同士の交流 

    ※プログラム詳細については次回会議（２月予定）にて報告 



申請団体名 実施対象

代表者名 実施期間

かめたんレザミ
tet ot e

亀岡市・ 南丹
市

代表
川水　 有衣

令和5年4月1日
～

令和6年3月31
日

青のたすき

亀岡市青野小
学校区（ 東本
梅町、 宮前
町） 住民

代表
藤田　 理恵

令和5年5月1日
～

令和6年3月31
日

かめまる情報発信基地

対象地域： 亀
岡市

対象者： 亀岡
市民京都府民

会長
藤岡　 美紀子

令和5年4月8日
～

令和6年3月31
日

Team DO I T! ! !

亀岡市民、 周
辺市町村住

民、 Jリ ーグ来
訪者

代表
岡本　 祐一

令和5年5月1日
～

令和6年3月31
日

保津・ むら カフ ェ
プロジェ ク ト

保津町を中心
に町内・ 町外

の住民

代表
中野　 恵二

令和5年5月5日
～

令和6年3月31
日

小計 975, 020 600, 000

120, 000

5
「 竹切り 狸」 の竹林を
考える・ ぽんぽこ プロ

ジェ ク ト

保津町は昔から 良質な真竹の産地と
し て有名だが、 利用頻度が低く なり
放置竹林が景観を悪く し ている。

①町内の竹林の現状を竹材店協力のも と 一般参加者も 含
めて調査し 、 マッ プを作成。
②子ども から 大人まで対象の竹玩具づく り や竹細工をす
るワーク ショ ッ プを開催し 、 竹林を身近に感じ ら れるよ
う にする。 同時に食材と し ての利用方法も 研究する。

( 1)  実施目標数値
竹林環境の調査研究　 5回　 各5名
フ ァ ミ リ ー向けイ ベント 　 3回　 各10名
スタ ッ フ などによる竹林整備　 2回×各5名

( 2)  事業による変化・ 成果目標
・ 竹を生活に活用し ていた時代を学びサステナブルな生活の素晴ら し さ を
知り 、 意識が変わり 、 環境に対する問題意識が生まれる。
・ 竹林整備により 景観が改善し 、 郷土愛を持つきっ かけになる。

159, 000 115, 000

4
ZENSHI N! ムラ サキプロ

ジェ ク ト

高齢化が進み、 若い世代が都市部に
流出し 、 耕作放棄地が目立ち始めて
おり 、 こ の流れを止めるためには若
い人たちが愛着や誇り を持てる何か
が必要。

①横断幕プロジェ ク ト 2023
　 サッ カーの試合で目にする応援横断幕を掲げ、 スタ ジ
アムへの興味喚起や盛上げ気運の高揚を目指す。
　 寄せ書き等を載せた横断幕を作成し 、 繋がり を創出す
る。
②ムラ サキガーデンプロジェ ク ト 2023
　 　 旧スタ ジアム建設予定地の畑でチュ ーリ ッ プアート
を実施。 昨年度の球根は掘り 起こ し て市内各所に配布。
夏には向日葵を開花さ せ話題づく り をする。
③パープルスイ ーツプロジェ ク ト 2023
　 親子向けイベント と し て、 ムラ サキサツマイモを植付
けから 収穫まで行い、 焼芋イ ベント や市内の洋菓子店の
材料に活用する。

( 1)  実施目標数値
イ ベント 7回　 各参加者　 15〜20名程度
イ ベント 以外の有志による畑整備　 5回（ 草刈り 、 すき込みなど）

( 2)  事業による変化・ 成果目標
・ 亀岡への想いを持っ た人が増えて、 人が「 集まる」 「 帰っ てきたい」 ま
ちに変わる。
・ イベント 参加者・ スタ ッ フ が、 同じ 想いをも つこ と でつながり 、 新たな
も のが創出さ れる。

259, 000

3
スタ ジアムを核と する

亀岡活性化事業

京都府民にと っ て大切な地域資源で
ある「 サンガスタ ジアム
byKYOCERA」 の膝元であり ながら 亀
岡市民と スタ ジアムの心理的距離が
大きく 、 来場し たこ と の無い人も 多
いためスタ ジアム内に情報発信拠点
づく り （ ラ ジオ放送） を目指し た活
動を展開する。

①情報発信拠点設立に向けた勉強会の実施
　 先進事例の検証／活性化と 情報発信の相乗効果の検証
　 ／活動プラ ッ ト フ ォ ーム設立に向けた勉強会の実施
②情報発信の基礎と なる亀岡の魅力再発見フ ィ ールド
ワーク
農産物や食・ 食文化について学ぶ活動／観光について学
ぶ活動

( 1) 実施目標数値
勉強会3回　 各15名
フ ィ ールド ワーク 2回　 各30名

( 2) 事業による変化・ 成果等
・ 設立を目指す、 「 かめまる情報発信基地」 の活動の目的や方向性を市
民・ 府民に周知するこ と で、 スタ ジアムの地域資源と し ての理解と 愛着を
育む。

150, 000 97, 000

118, 000

206, 460 150, 000

200, 560

2
星空映画館＆星空観察

会

R6. 3に地域の小学校が閉校になるこ
と により 、 校区だっ た2自治会の住
民が一緒に活動する枠組みがなく な
り 、 小学校を中心と し た文化がなく
なっ てし まう 。 また閉校後の跡地利
用についても 今後課題と なる。 こ の
2町を「 あおの地区」 と 呼び、 盛り
上げる活動の中で、 小学校跡地を活
用し たイ ベント で人を繋ぎ、 跡地活
用の先例をつく る。

R6. 3で閉校と なる小学校グラ ウンド で、 児童保護者にも
運営参加を呼びかけ、 野外映画上映、 屋台の出店、 星空
観察会を行う 。

( 1) 実施目標数値
イ ベント 1回　 参加者120名
運営側新規参加者目標　 子ども 5名、 大人5名

( 2) 事業による変化・ 成果等
・ 親子や住民に思い出ができる。
・ 住民参加の取組がある魅力ある地域と いう こ と が地域内外へ発信さ れ
る。
・ 今後の小学校跡地利用の先進例および議論が起こ る契機と なる。

1 ママの輪プロジェ ク ト

・ 子育て世帯へ向けたイベント や催
し が少なく 、 他の家族と の交流が生
まれにく い。
・ 共働き世帯の増加により ワンオペ
育児に疲弊し 、 周囲と 子育てに関し
て共有できない「 孤独育児（ 孤育
て） 」 の現状がある。

①生後6ヶ 月、 1年前後の子ども を対象にし た「 バース
デーイ ベント 」 の開催。
②妊婦を対象にし た、 ワーク ショ ッ プや出産に関する勉
強会、 参加者同士の交流会を行う 、 「 ウェ ルカムベビー
パーティ ー」 の開催。
③歩き出し たこ ども を対象に親子で体を動かし 親子の絆
を深める「 バブリ ンピッ ク 」 の開催。
④親子向けのワーク ショ ッ プ、 親の息抜きのためのマル
シェ を行う 、 「 ク リ スマスイ ベント 」 の開催
⑤子育て関係情報誌「 tet ot e」 の発行

( 1)  実施目標数値
　 ①4回、 各16組／②4回、 各5組／③2回、 各10組／④1回、 40組／
　 ⑤年2回発行、 各1, 000部

( 2)  事業による変化・ 成果目標
　 ・ 社会と のつながり が希薄になり がちな母親が、 同じ 子育て中の母親た
ちが主催する事業に関わるこ と で社会復帰の後押し と なる。
　 ・ 主催者（ 同じ 子育て中の母親たち） の姿に勇気と 元気をも ら い、 信頼
関係ができる。
　 ・ イ ベント に参加するこ と で、 孤独育児から 脱却する。
　 ・ イ ベント を通し て、 他の子育て支援団体や行政、 企業に興味を持ち、
相談先等の選択肢が広がる。
　 ・ 子育てイ ベント が多数開催さ れる都市と し て市外から の関心が高ま
り 、 来訪者が増加する。

令和５ 年度はじ めてのまちづく り 活動応援プログラ ム（ 亀岡市支えあいまちづく り 協働支援金）
申請事業概要一覧

Ｎ Ｏ 申請事業名 設定課題( 地域課題) 事業内容 目標
総事業費
（ 円）

交付決定額
（ 円）

 
別紙１ 



市民活動ミニミニ博覧会 in ボンボンマルシェ 

【開催内容】 

①ボンボンマルシェに併せて、市民活動団体によるワークショップの開催。 

②会場での市民活動紹介冊子の配布。 

③市役所にて冊子紹介の展示 

≪参考≫ 

ボンボンマルシェ Vol.8 〜2023 秋 @ 城跡芸術展編〜 

※マルシェの趣旨：地域の中の循環 

【日時】2023 年 10 月 14 日(土) 10:00~17:00 

【会場】丹波亀山城跡(大本本部) 中庭スペース 

【来場者】1,500 人 

【主催】かめおか霧の芸術祭実行委員会・亀岡市 

※城跡芸術展は 10月 14～25 日 

 

① ワークショップの開催 

市民活動団体によるものづくり、体験などのワーク

ショップを通して、活動団体や活動の背景を知って

もらい、団体の知名度や市民活動の認知の向上、地

域課題の解決への取り組みを身近に感じてもらうこ

とを目的にボンボンマルシェにてＷＳを実施しまし

た。 

 体験をきっかけに、普段活動の紹介をしたり、活

動の背景となる地域課題についてのお話をしたり、

協力団体・来場者ともに次につながる情報の交換が

できました。 

 

●ＳＹＫ重利夢工房 “重利の木で遊ぼう” 

 住宅地近くの危険な山の木を伐採して、山を子どもたちのあそび場や住民の憩いの場に

してイベントを実施している団体による、木を使った手作りのパズルやモルックで遊んだ

り、チェンソー体験をするワークショップ 
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● 一社）みんなの居場所 ORCA“出張「こども ORCA」スーパーボールすくい”  

子どもと子育てをサポートする、みんなの居場所ＯＲＣＡが実施する土曜日限定のこど

も預かり、「こどもＯＲＣＡ」がボンボンマルシェに出張し、子どもが店番を体験しな

がらスーパーボールすくいを実施。 

 

② 市民活動紹介冊子の作成・配布 

 市民活動を知ってもらう事を目的に霧の芸術祭のアーティス

トによるデザインで活動紹介冊子を作製。掲載希望を募り、16

の活動を紹介しました。併せて市民活動推進センターを紹介

し、掲載していない団体や市民活動支援の情報へつなげまし

た。 

 

 

 

③市民活動紹介冊子の市役所での展示 

 作成した市民活動紹介冊子の展示を市役所エントランスで実施し、来庁者が市民活動を

知るきっかけを作っています。 

 


